




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































男九鼬 男団塊世代 男ボス卜団塊 女九顕 女団塊世代 女ポスト団魂
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(2)知識経済化に対応する知識職業人
東京は知的集約型産業及び機能の多数立地して
いる地域であり、そこに全国から集まった人を加
え、知的職業人の比率が高いであろう。管理・専
'''1職業人の比率が問いのが東京の50代である。他
の職種が知的職業人ではないという意味ではな
い。現場の技能者であれ、販売員であれ、変化の
激しい東京において、本社機能や知識・情報産業
の集積度が高く、様々な情報に社内外で接し、あ
るいは訓練をされることで、知的熟練度が高い職
業人が多いと考えられる。高学歴化が進んでいる
ことも基礎的な職業能力の高さに結びついている
であろう。さらに地方と大都会の移動経験、また
海外勤務経験、大学などで異質の人々とふれあっ
た経験、若者時代以来の蛾先端文化の経験なども
人的資源としての深さを柵成しているだろう。東
京の産業活性化の貴重な人的資源となりうると考
えられる。
強いということであり、男`性で４人に一人から３
人に－．人もいるということである。その比率は団
塊の世代及びそれ以後では、雇用者でいたいとい
う人々とさほど差がないぐらいに高いのである。
また女性でも７人に一人は新たに事業を始めたい
という希望を持っている。パートタイマーも低賃
金という視点のみで捉えるのは一面的、共稼ぎの
場合で配偶者などが高所得の場合には旺盛な消費
力の担い手としても見るべきである33。
そこで、行政の行うべき産業労働政策は、いわ
ゆる正規雇用者への職業紹介だけでなく、非典型
雇用や独立開業なども含めた就業支援でなければ
ならないであろう。また雇用者への再就職支援で
あっても多様な雇用類型を選択肢とするものでな
ければならないと考えられる。
８束京での産業再生・雇用創出の可能性
と団塊世代
(1)東京の中小企業経営者の意気と自信
中小企業承継経営者や創業者には、他人を雇用
している現在の経営を続けていきたいという希望
が強い。とりわけ、ベンチャー創業者には、現在
の経営（他人を雇っている）を是非続けるとする
者が半数であり、大企業や中小企業の役員・管理
職にそれが極めて少ないのと対照的である。東京
は大企業本社が集まっている地域であると同時
に、また中小企業が大fitに集積している町でもあ
る。生き抜いてきた中小企業はかなりの力を持っ
たもの、淘汰選別に耐えるものとなっている可能
性もある。なかでも、５０歳代という経営者として
は比較的若い経営者を持つ中小企業に経営継続意
欲があることは、重要な事実の発見である。
さらに、中小企業経営者のなかには、かりに状
況が厳しくなっても雇用者には選ばれる可能性が
高いと自信を持っている者がいる。とくに50歳代
男性でベンチャー創業者のなかには、「いつでも
転職先はある」とする者が２割いる。これは大企
業雇用者に比べて多く、起業家輔神の持ち主の強
さを物語るものと考えられる。
(3)シルバーベンチャーの可能性
古い産業、老舗企業の衰退とともに注目されて
いるベンチャービジネスであるが、ともすれば若
者や中堅屑の開業に関心が集まりやすい。しかし
海外でも、また鹸近の「中小企業白書」でも、中
筒齢者の開業は、開業に占める割合が低くても長
続きし、準備期間をかけて慎重に、計画的に開業
し、技能と人脈や資金力もあって成功確率が高い
と注目されている。新たに始めた事業を人を雇っ
て経営することを「是非やりたい」「少しやりた
い」とする者は、男性50歳代の15.7％（６人に－
人）である。女性50歳代では６％である。この数
字は少ないと思うべきではない。また是非やりた
いは男性で６％ぐらいであるが、東京の人口規模
からするとかなりの創業予備軍がいると考えたほ
うがよい。
さらに一人だけで行う独立自営職人・親方（い
わゆるＳＯＨＯなどもここに含まれるだろう）型の
事業家になることへの関心も強い。人を雇うタイ
プよりも多いぐらいである。「是非やりたい」「少
しやりたい」という人が男性50歳代の24.3％（４
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人に一人）である。女性50歳代では12.9％（８人
に一人）である。
「いつ会社を辞めても独立開業できる」と思う
50歳代男性は5.1％だけであるが、５％いるだけで
も、東京の人口規模を考えてみれば、１－分に多い
と考えられる。
歳代の思いは、十分な情報を与えられていないが
ゆえの自己限定であるかもしれない。
また、本人が有利な機会を知らないだけではな
い。人材を求めている側が、人材の所在をしらな
いことも問題の一端である。「自分の仕事上の力
を知っている人は社内外を問わず多くいる」とい
う、自信派の団塊世代は２割だけにとどまってい
るからである。ところが男性50歳代のなかでもベ
ンチャー創業者には、｜当1分の仕訓の力の社会的認
知について自信のある人が多い。創業体験は能力
の社会的認知の実験場であり、創業は自尊心を高
めるのであろう36.また、かれらには日常業務の
中で多くの人に接し、人脈を広げているので、自
分への評価を受けるチャンスも多いであろう。逆
に、その自信がないのが大企業正社員（管理職以
上を除く）と、非正社員層である。組織人とりわ
け、組織内の日常業務に没頭し、広く人と接する
機会のない人には、自分の力を他人に売りこむ、
印象づけるチャンスがないのである。
(4)起業家層による事業増殖の可能性
実際に自ら創業した人は（ベンチャー創業者も
自営業創業者も)、「いつでも独立開業できる」と
いう自信が他の層より顕著に強くなっている。ベ
ンチャー起業家の誰山は、さらに起業を生み11}す
という、良循環につながると考えられる。新たに
独立開業しようとする人だけに注目するべきでも
ない。すでに事業を営んでいる、団塊の世代を中
心とする50代の人々の新事業展開も重要な視点で
ある。
(5)東京の消費需要を維持する、有利なキャ
リアチェンジへの誘導
団塊世代の高い勤労収入は、先にみたが、消費
需要の大きな泉である。東京の50歳代の年収はか
なり高い。かりに、この人々が離職して何でもい
いからとりあえず収入を得るというぐらいの移動
では、その収入が半減以下になる危険性がある
(本人の評価による)。これは本人の生活に'11]題が
出るだけでなく、東京の消費需要が縮小する結果
にもなる。連鎖反応の結果、東京の商業・飲食業
の雇用不安にもつながる。せめて同業他社同職で
あれば、収入減は７－８割にとどまる。大lllFiな収
入減とならないような、有利な定着・有利な移動
へ、（移動がやむをえない場合や、移動を望む場
合には）本人がちゃんとキャリアデザインを行う
ことが重要31となるだろう。
東京における産業の再生と新産業の創造は、転
職機会をも求めている50歳代に機会ともなり、そ
のエネルギーを解放する35．実際、不況の中でも
成長をしている中小企業は人材不足で困っている
ところであり、「この歳になっては転]IMIできない」
｢自分にあった有利な転職機会はない」という5０
９キャリアデザイン支援・
ライフデザイン支援に強い要望
(1)生涯学習時代・キャリアデザインの
時代を示すニーズ
就業に関わる行政へのニーズとして、男性団塊
世代からの指摘は、
①,就業や生活設計に関する情報提供・相談窓口
（52.2％)、
②転職や再就職を支援する研修・訓練（50.2％)、
③NPOやボランティア活動の情報提供やセミナー
（44.7％)、
④職業能力などの適性テストや診断（42.5％)、
⑤同世代のネットワークづくり（406％)、
⑥'二1｣商年による会社の設立や参加（38.6％)、
⑦中高年向けの創業支援の施策（38.1％)、
(8)マネジメントやプロフェッショナル能力開発教
育・研修機関のコース（36.6％､）
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時代を如実に示す意見と行動を示す可能性が高い
というのが結論である。
(2)政策の受容者から共同形成者
（パートナー）へ
施策や講習への希望者のうち、本人の賛)１１負担
があっても参加したいとする人は男性で５％前後
だけである。しかし、団塊の世代の人口規模は大
きいものであり、５％でもかなりの有効需要があ
ることになる。とくに転職．再就職支援研修．訓
練は９％、マネジメントやプロフェッショナル能
力開発は７％の人が有料でも受けたいとしてい
る。さらに－部援助があれば一部負担したいとい
う人はかなりいるのであり、両者をあわせると５
人に一人から４人に一人は自分でカネを出してで
もこういうキャリア形成支援施策を受けたいとし
ているのである。
団塊の世代を施策の需要者としてのみ見てはな
らない。需要者としてのみ見れば、高度成長期の
行政にありがちでああったように政策は大jit多数
となり、管理は複雑になり、コストはふくらみ、
行政側の要員は噸え続ける。現在、東京都や国の
財政事`情から見ても、また政府の役割についての
国民の価値観の変化からみても、これは望ましい
とは言えないだろう｡むしろかれらを施策の担い
手として考えればどうか37．団塊世代の２割（男
性）から１割（女性）は、「周りの人を巻き込ん
でいくリーダーシップ」があるとしている。この
ような人々を、都の産業労働政策に積極的に巻き
込む手を考えるべきだ。例えば転職や創業へのア
ドバイスに団塊の世代自身が行政機関の用意した
プログラムのボランティア参加者として、あるい
は自主的なNPO制l織の設立で、あるいはそのため
の専門経営の独立開業によって、貢献している例
はしばしば見られる。
とくに、男性50歳代では、ベンチャー創業者に
リーダーとしての自信がある○このような成功体
験を持つ人々は（同時に苦況に立ち向かい克服し
た経験も豊富であろう)、例えば次の世代の成功
のために手をさしのべる意欲が旺盛であると言わ
⑨,起業のための公的機関等のセミナー・講習会
（36.6％)、
⑩起業のための大学、大学院などのコース
（35.8％)、
の順である。
いずれも高い、キャリアデザイン支援サービス
ヘの要望がある｡
女性団塊世代にも、
①就業や生活設計に関する情報提供・相談窓口
（46.3％)、
②転職や再就職を支援する研修・訓練（42.8％)、
③NPOやボランティア活動の情報提供やセミナー
（40.2％)、
④何世代のネットワークづくり（38.1％)、
⑤職業能力などの適性テストや診断（35.6％)、
⑥マネジメントやプロフェッショナル能力開発教
育・研修機関のコース（29.1％､）
⑦中商年向けの創業支援の施策（28.8％)、
③中衛年による会社の設立や参加（274％)、
⑨起業のための公的機関等のセミナー・講習会
（25.6％)、
⑩起業のための大学、大学院などのコース
（24.7％)、
と要望がある。
やはりキャリアデザイン支援サービスへの要望
がある。
５０歳代の人々は生涯学習とキャリアデザインの
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れる。成功したベンチャー起業家が「エンジェル」
と言われるベンチャーファンドの提供者となるこ
とは、アメリカではよく知られたことである。そ
の他の面でも、例えば先にあげた政策ニーズの諸
領域で、かれらの活踊を受け入れる場づくりがで
きるのではないだろうか。
たとえば、最近、官民の学校などで社会人教員
(専任、非常勤）が増加しているが、学校などで
教塩にたち、自分の知識や技能を人に伝えたいと
いう人は、団塊の世代男性で19.7％もおり、女性
団塊世代でも7.6％いる。若者の学力低下や社会常
識の欠落・キャリア意識の希薄さ、高齢化に伴う
技能伝承問題などは、このような団塊世代を祇極
的に活用することを解決策の一つとしていい。
－創業者とした。
３「バブル経済」崩壊直前の総理府（現内閣府）の
｢団塊の世代」の生活意識に関する世論調査（1989、
全国3000人対象）によると、現在の生活に満足してい
るとした者が828％あった（その後の「平成不況」で
意識は大きく変わっている可能性もある)。前年に実
施された、全国の20歳以上の者を対象にする「国民生
活に関する意識調査」での646％をかなり上回ってい
た。
４団塊世代に関する各種のアンケート調査結果につ
いては、生活情報センター編、2002,『団塊世代の暮
らしと生活意識データ築く2002年版>」を参照した。
煩雑なのでいちいち傍証すべき箇所での引用を避け
る。また団塊世代の人間関係に関する好エッセイとし
て天野正子編著、2001,「団塊世代・新諭一一関係的
自立，,をひらく」（有信堂尚文社）がある。
５調盗実施時期は2003-10-1時点で、住民基本台帳か
ら50-59歳都民１万世帯を抽出し、その配偶者をも同
年齢であると推定して調査票を配布した。また東京都
の地域』Ｎｉ性による差を代表できるように、意図的に地
域を選んだ（詳しくは報告書参照)。回収は3226票で
ある。
６「高齢社会対策の大綱について」（2001-12-28閣議
決定）は「高齢者の姿や状況は、性別、健康状態、経
済力、家族構成、住居その他に応じて多様であり、ひ
とくくりに論ずることはできない」としている。当た
り前のことの再確認である。高齢者にすぐに入ってい
く団塊世代についてもそうであろう。日経流通新聞、
2003-07-03,「団塊世代の消澱を解く－『塊」だが|司
質ではない：市場攻略、｜茜|定観念外して」参照。なお
筆者は「団塊世代」という言い方も好まぬが、通例に
従う。
７言うまでもなく「団塊世代」は堺屋太一の造語で、
アメリカではベビーブーマーと言われるが、年齢層は
日本の団塊世代と違っている。ベビー・ブームという
言葉が造語されたのは1941年。l941ScienticAmeri‐
can:に「理由が何であれ、アメリカのベビープームは
ヒットラーには悪い知らせだ」と響かれる。いずれ大
最の兵=|寺になって現れるという意味であろう。しかし
1941年時点にはベビーブーマーが居なかったのではな
(3)キャリアモデルの模索
団塊の世代は生き方、働き方いずれも多様であ
り、一方で悩み苦しんでいるひともあり、また新
しいありかたにチャレンジしている人もいる。チ
ャレンジしようとしてモデルがなくて困っている
人もあり38、またチャレンジして見事に豊かな生
き方をしている人もいる。悩んでいる人々にアド
バイスしている人もいれば、助言を得たいと探し
て得られずにいる人もいる。団塊世代の生き方、
働き方の援助に関しては行政にも需要はあるが、
行政だけがやるものではむろんない。この世代自
身が互いに援助しあっているし、また援助したい
とする人々もいる。団塊世代の中から優れている
と思われる、しかし多様なキャリアモデルを発掘
し紹介39.普及することが重要だと思われる。
注
１束京都産業労働局、2004,『退職後の段階の世代の
活用についての調査報告書」
２自営の個人事業主（いわゆる「一人親方」を含む）
も多数いる可能性があるが、調査では「ベンチャー創
業者」を、零細自営業者以外で、少なくとも従業貝５
人を雇っている経営者とした。ただ、従業員500人以
上の該当者は、大企業経営・管理職に分類した。｜皇1営
業を創業したとした者でも５人以上の場合はベンチャ
3４ 
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いかという疑問が出る｡ベビープーマーという言葉は、
意外と新しく1974年である(AytoJohnl999,Twenti‐
ethCenturvWords(OxfbrdUniversityPress)ｐ258)。
イギリスではベビープーマーという言葉は使われてい
なかったが、1986年にtheTrivialPursuitというゲー
ムの「ベビー・ブーマー」版が現れて、人々に知られ
るようになった。ジャーナリストがbabyboomとか
babyboomersという用語を採用し始めた。それまで
は、イギリスではbulgeとかpost-warbulgeと言われ
ていた。ｂａｂｙｂｏｏｍという言葉もbuIgeという言葉も、
第一次大戦後生まれた世代が小学校に入るようになる
ころに使われていた（Rees､Nige1.1996,CassellisDic‐
tionaryofwordandphraseorigins(London:CasselI 
＆ＣＯ.）pl2)。つまり、ヒットラーを恐れさせるとい
うベビーブーマーは1919年ごろの生まれ。1941年には
22歳ぐらい。この世代は戦争によって悲惨なHにあっ
たとはいえ1969年に50歳。欧州は不況のざなかであ
る。1947年生まれが22歳になるのがやはり1969年で、
｢バブル経済」に高度成長期を支える。それが50歳に
なったのは1997年。日本では不況のざなかであった。
８報告書では「プレ団塊世代」Ⅱ肝Ⅱ19-21年生まれ、
｢団塊世代」昭和22-24年生まれ、「ポスト団塊世代」
昭和25-28年生まれとした。
９総HM府の団塊世代の調盗(1989)でも、健康に自信が
あるという者が75.1％・
１０長島直樹、2003、「将来不安と消費者行動一「団
塊世代」を含む50代を中心とした分析｣、７;1士通総研
経済研究所「研究レポート』159,2003-04、ppl-22c
11ネットワークを広げる団塊世代を予言した雑談は
多く、「｢団塊世代」が消される！」ｒＴＨＥ２１』1989-2
などがあるｓ
ｌ２繰り返すが私のような社会学者にとっては常識で
あって、いまさら社会資本だなどと言って驚く方が可
笑しい。
１３［|経産業消費研究所綱、2003,「団塊|u代の消對
意識と行動一巨大マーケットの将来像」（|]経新聞社）
でも、職業からの引退を控えて家族や趣味を通じた交
流に力を入れている団塊の世代を描いている。
１４既にＯＡ機器が話題になり始めたころから、上場
企業に勤める男性団塊世代の73.2％は、ＯＡ化の進展
に不安をもっていなかった（東海銀行、1983,「団塊
の世代は今｣)。
１５“ThoseAgingBoomers:Grayer？SireSlow-ing 
Down?､Never・AMarketingCha1Ienge？Absolutely,耐
ＢｕｓｉｎｅｓｓＷｅｅｋＭａｙ２ｑｌ”Ｌｐｐ､7480 
16日経新聞、2002-0814朝刊、「女たちと消費(2)熟
年パワー街で満開一団塊世代、所得jIjが支え」によ
ると、日経新聞同年６月の調在で、「話題の店舗・施設
に開業６か月以内に行きたい」と答えた団塊女性は
43.9％であった。
１７朝日新聞、2002-09,3朝刊、「大人の…：老人市場
で団塊転向？」にようると「大人の生活情報誌」をう
たう雑誌で団塊世代をターゲットにしたものが20数誌
を数え、７１１通の、今後団塊世代が新たなシニアT１１場を
形成するという見解を紹介している。
１８団塊の世代引退に伴う経済への影瀞にも言及して
いるBrookeChristopherD・'2004．WealthShift・
WealthShiliPublishingをも参照されたい。
１９団塊の世代をそのライフデザインという言葉を使
って研究した先駆的な本に、ファーストライフデザイ
ンプロジェクト編藩、「自分探しとライフデザインー
団塊世代が創る2001年の市場」（誠文堂新光社）があ
り、ライフデザイン概念の提案を行っている。
２０人生の充実期は「今である」37.4％、「これから
である」49.6％（日本新聞協会、１９９１，１団塊世代｣)。
２１国民生活センター、1996,「子供と老親への責任
と自分の老後一一剛塊世代の生活実態調査から」
２２ＮＡＣＳ消費生活研究所、2002,「消費生活研究
消費生活をめぐる諸'１１１題し
２３産経新liH、2002J06-15朝刊、「熟年夫婦のマンショ
ン購入増加老後は利便性第一」参照。
２４アメリ力の団塊|世代の定義と価仙観をも議論した
i1ﾄﾞの紹介では(Albrecht・KarLandBradIbrdLawrence
J.,1990.T11eServiceAdvantage:HowtoldentifV 
andFulfillCustomeｒＮｅｅｄｓ（Ｈｏｍｅwood，ＩＬ:Dow 
Jones-Irwin)）（ただしアメリカのベビーブーマーとは
1946から1964年生まれとされ、われわれの対象よりは
遥かに幅広い)、コンサルタントのClaireRainesによ
ると、①椛威を拒否し|ﾖら参加して違いを作り出そう
とする。②)自己開発に投資を惜しまず、自分らしさを
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追い求める。③平等を重視する。④健康や自然を大切
にする。⑤暴力を嫌い、交渉・協力・妥協を求める。
⑥自分の意志を重視した創造的なライフスタイルを求
める。
２５総理府の団塊世代への調査(1989)によると９割近
い者が運動不足を感じていた。
２６日経新聞、2001-0617朝刊、「中高年に学習熱ブ
ームは何を物語る？「団塊」主導で新消費市場
｢自分磨き」の欲求拡大豊かな老後への知識の蓄え」
を参照されたい。
２７本来なら、いわゆる「人生半ばの危機」（ミッド
ライフ・クライシス）を議論すべきであるが、これに
関しては独自の研究を要するであろうから、取り上げ
なかった｡なお、いわゆる「学生運動世代」が中年期
を迎えて思い悩む「キャリア・クラッシュ」問題につ
いて、興味深い議論をしているWhalenJack，and
FIacks・Richard,1989、BeyondtheBarricades:The
SixtiesGenerationGrowsUp,(Philadelphia:Temple 
UniversityPress)を参照されたい。
２８佐藤俊樹、2000,「不平等社会日本』（中公新薔）
は、団塊世代から「階級社会化」が進んできたと言う。
｢階級」と言うにはさらに一世代への資産格差の相続
を調べなければならないであろうから、やや大げさな
議論であるが。
２９総理府の調査（1989）では、同じ団塊の世代でも
一戸建て持ち家層の生活満足度が高い（85.8％が満
足)。
３０ただ、それは「バブル崩壊」による不況のせいと
は言い切れない。不況が始まる前の総理府の調査
(1989）でも団塊世代は昇進が困難な社会であること
を自覚していた。これからの昇進が難しいとした勤労
者は67.3％となっていた。昇進が難しくなることは、
新しいキャリアデザインを促し、また別のライフデザ
インを促すであろう。
３１しかし、この世代は、経営ジャーナリズムから
｢終身雇用崩壊」をつねに言われ続けてきた世代であ
るということも忘れてはならない。この世代が利己を
捨てた企業忠誠心の持ち主であったと決めつけるの
は、俗論であろう。
３２総理府の団塊世代に関する世論調査（1989）によ
ると、「自分の能力や適性が発揮できるなら転職して
もよい」と回答した者が47.7％であった。一般に若者
のほうがこういう意見が多いと考えられがちである
が、1987年の全国20歳以上を対象とする「勤労と生活
に関する世論調査」の41.6％を上回る数字であった
(もちろん、「バブル崩壊」とともに意識は変わったで
あろうし、「能力や適性が発揮できる」と本人が思う
職がそう大量にあるものではないということは言うま
でもない。
３３日経新聞、2002-08-14朝刊、「女たちと消費（２）
熟年パワー街で満開一団塊世代､所得増が支え」は、
パートタイマーのうち力をつけて好条件で処遇される
層の購買力に注目している。
３４月刊アクロス編集室、1989,「大いなる迷走一団
塊世代さまよいの歴史と現在」ＰＡＲＣＯ出版局による
と、団塊世代は極めて不器用な世代であるから、ライ
フデザインもキャリアデザインも下手な人々であると
いうことになり、こういう提言は無効であり、むしろ
デザイン支援者の育成が重要であるということにな
る。
３５有利なキャリアチェンジを行った団塊世代を中心
とする中高年者の研究には、拙稿「ホワイトカラーの”
キャリアチェンジ,,と，，エンプロイヤビリテイ"」「生
涯学習とキャリアデザインｊｌ(1)、2004、pp5-19が
ある。
３６労働省、1987,「団塊の世代の活性化に関する調
査研究」によると、団塊の世代の起業家はスピンアウ
トの結果に満足しており、特に「仕事のやりがい感」
では九割が、「収入」では８割が満足感を示している。
３７束京都市町村人事制度研究会、1988、「団塊世代
のパワーを活かして意欲的な市町村行政の展開を－
東京都市町村における団塊職員の現状と対策」（東京
市町村自治調査会）は、行政職員における団塊世代の
活用策の提言であるが、むしろ行政機能を佐民におけ
る団塊１１t代にゆだねていくという発想のほうが大事で
はないか。
３８３０代半ばの団塊世代の女性522人への調査による
と、「将来の生きがいのための準備」を「何もしてい
ないが気にしている」という者が51.9％であった（ポ
ーラ文化研究所、1983、「団塊の世代の女性・生活意
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50代のライフデザインとキャリアデザイン
識調査｣。おそらく今でもライフデザインにせよキャ
リアデザインにせよ｢何もしていないが気にしている」
３９東京新聞、1998-1-1から1-11、述戟「団塊50歳
自分探しの「旅」は今」にも多数のモデルが見つかる
という者が多いのではないだろうか。 だろう。
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